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科目区分 専門基礎分野 授業科目 疾病治療論Ⅴ 

講師名  実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（１５時間） 開講年次 ２年次 

目的： 感覚器疾患、歯・口腔器疾患・皮膚疾患における疾患の病態とその医学的診断・治療を理解でき

る。 

目標： １ 感覚器疾患の原因・症状・経過および治療法を理解できる。 

２ 歯・口腔器疾患の原因・症状・経過および治療法を理解できる。 

３ 皮膚疾患の原因・症状・経過および治療法を理解できる。 

授業計画 

単元 時間 内 容 

１ 感覚器系

疾患の病態

と検査・治療 

８ １ 目の症状と病態生理 

 １) 視神経機能に関連した症状 

 ２） 視神経に関連しない症状 

２ 眼疾患の診断・治療 

３ 機能の障害 

 １） 屈折の異常 

 ２） 調節の異常 

 ３） 色覚の異常 

 ４） 弱視 

 ５） 眼位・眼球運動の異常 

４ 白内障 

 １） 白内障の種類と各々の原因 

 ２） 症状・診断・治療 

５ 緑内障 

 １） 病態生理 

 ２） 症状 

 ３） 診断・治療 

６ 舌・耳鼻咽喉の主な症状とその病態生理 

 １） 耳に現れる症状と病態生理（難聴・耳鳴・耳閉感・眩暈・耳漏） 

 ２） 鼻に現れる症状と病態生理（鼻閉・くしゃみ・嗅覚障害・鼻声・鼻漏・鼻出血） 

 ３） 口腔、唾液腺、咽頭・喉頭に現れる症状と病態生理（咽頭痛・呼吸障害・嚥下 

    障害・味覚異常・嗄声） 

７ 耳鼻咽喉の主な検査 

８ アレルギー性鼻炎  

1） 病態生理 

2） 症状・診断・治療 

９  メニエール病 

 １） 病態生理 

 ２） 症状・診断・治療 

10 喉頭癌 

 １） 病態生理 

 ２） 症状・診断・治療 

２ 歯・口腔の

障害 

２ １ 歯の疾患の原因・治療・予防 

 １） 歯周病 

 ２） う歯 

 ３） 歯髄炎 

 ４） 歯根膜炎 

２ 歯周疾患の原因・治療・予防 

 １） 歯肉炎 
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 ２） 歯周病 

３ 皮膚の障

害 

４ １ 表在性皮膚疾患の治療 

 １） 湿疹 

 ２） アトピー性皮膚炎 

 ３） 蕁麻疹・薬疹 

 ４） 表在性皮膚炎 

２ 熱傷 

 １） 深さと臨床所見 

 ２） 治療・処置 

３ 感染症疾患の治療 

 １） 帯状疱疹 

 ２） 疥癬 

 1 試験 

評価方法 筆記試験 

テキスト 

医学書院 成人看護学〔１３〕 眼 

医学書院 成人看護学〔14〕 耳鼻咽喉 

医学書院 成人看護学〔12〕 皮膚 

医学書院 成人看護学〔１５〕 歯・口腔 

参考資料  

履修上の 

留意事項 
予習・復習をして授業に臨むこと。 

備 考  
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科目区分 専門基礎分野 授業科目 疾病治療論Ⅵ  

講師名  実務経験の有無 有 

単位数(時間)  １単位（１５時間） 開講年次 ２年次  

目的： 子どもにおこりやすい健康障害の基礎的知識を習得する。 

目標： 1 子どもの健康障害の病態・症状、検査、治療を理解できる。 

授業計画 

単元 時間 内 容 

１ 子どもの健

康障害と治療 

 

 

14 

 

 

 

 

１ 子どもにみられる主な健康障害の病態・症状とその治療 

 １） 染色体異常をもつ子ども 

  （１） 常染色体異常；ダウン症候群 

  （２） 性染色体異常 

 ２） 低出生体重児の疾患の症状と治療 

  （１） 脳室内出血 

  （２） 呼吸窮迫症候群 

  （３) 未熟児網膜症 

3) 代謝・内分泌系に障害がある子ども 

  （１） 先天性代謝異常 

  （２） Ⅰ型糖尿病 

  （３） 周期性嘔吐 

4） 免疫・アレルギー疾患のある子ども  

（１） 食物アレルギー 

  （２） 気管支喘息 

  （３） アトピー性皮膚炎 

5） 感染症 

  （１） ウィルス感染症：麻疹、水痘、流行性耳下腺炎、突発性発疹、急性胃腸炎 

                   インフルエンザ、RS ウイルス 

 （２） 細菌感染症：百日咳、ジフテリア、結核、溶連菌 

6） 呼吸器に障害がある子ども 

  （１） 吸気性喘鳴・呼気性喘鳴 

(2) 気管支炎・肺炎 

 7） 循環器系に障害がある子ども 

  （１） 先天性心疾患；ファロー四徴症、心室中隔欠損症  

  （２） 川崎病 

8） 消化器系に障害がある子ども 

  （１） 肥厚性幽門狭窄症  

  （２） 先天性胆道閉鎖症 

  （３） ヒルシュスプルング病、鎖肛、腸重積症 

（４） 鼠径ヘルニア、陰嚢水腫 

9） 血液・造血器に障害がある子ども 

  （１） 白血病（骨髄移植・幹細胞移植） 

  （２） 血友病 

  （３） 血管性紫斑病 

10） 腎・泌尿器系に障害がある子ども 

  （１） ネフローゼ症候群 

  （２） 急性腎障害 

１1） 神経系に障害がある子ども 

  （１） けいれん性疾患；てんかん、熱性けいれん 

  （２） 脳性麻痺 

  （３） 癒合不全症・神経管閉鎖障害、水頭症 

  （４） 急性神経疾患；髄膜炎、脳炎 
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１2） 運動器に障害がある子ども 

 （１）発育性股関節形成不全（先天性股関節脱臼） 

（２）先天性内反足 

（３）先天性筋性斜頸 

（４）脊柱側弯症 

（５）骨折 

（６）成長痛 

 1 試験 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院 小児看護学〔２〕 小児臨床看護各論 

参考資料  

履修上の 

留意事項 
予習・復習をして授業に臨むこと。 

備 考  

 


